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第６回日 本牛殖看護学会学術集会 １平成２０年７月２０日 於１兵庫県立大学〕 に参加Ｌて、 不妊症看謹認定

寿 謹 師の 活 躍 を１ｌの 当た り に Ｌて、
と て も 娼 しい 気持 ち に なＯ ま した。

この春、 不妊症看護 認定肩 護師の教育機関である神戸センターでの研修が小妊症看護認定看 護帥コースは休止

する方針 が決まり、 研 修生募集が停止しました山 幸い聖路加看謹大学着謹実践開発研究センターが同年に認定石

語 師教 育 課 程 「不 妊症 看 護 コー ス」 を開 講 され たも のの、 なか な か研 修生 ω 確 保が 難 しい状 況 の 中 で、 どう Ｌた

も のか 思 葉 に暮 れて お 町ヨ≡した凸 そん な時 期 に、 やっ ぱり 認定 看 謹 師は 必要 と実 感 した 大 事な 節目 でも あｏま した。

皿’戸セン クーを振り返る

神戸 セ ン ター での 研 修 は、
・１’成 Ｍ 年 に １ 期 生 が 人学 し、 １・１セ ン ター での 平

成 １９ 年 度の 不 妊症 認定 石 謹 コ ー

ス 堪 後 の 担 当 教員 は、 不 妊 症 認 定 看護 師 の 産 み 母 岬 論 制 であ っ た 漉 部 尚 子 先 生 で した 先 生 は、 平 成１９

年３ 月 に埼 壬 県 止大 学 の 副 学 辰を 定 年 退 職 さ れて、 やっ と ゆっ く
１］今ま で 書 き た かっ たこ と の 整理 や、 身 近 な

ご 親 族の ご 逝 去 が続 き、 遣
品 の 整 理 も した い … 状 況 の 中、 専 任 教貝 不 足 で 神 戸 の 存 続の 危 機を 訴 え た と こ ろ，

「貰 仔 が ある か らね ～頑 張 っ て み る わ。」 と、 先
佳 の 律儀 な 面 を 頼１〕に して ω 依 頼 を、 サ プ ライ ズな お 引 き 受 け

を して い た だき ま した。
皿は１二めから予想された困蠣

思 い起 こ せ ぱ、 ７・呂 年 前、 □ 本看 護 協 会助 産 師 職 能 長 ｛理 事〕 と して、 日 本 の
生 殖 医療 ⑭こ れ か ら を 忠う と

き に 看 謹 職 の 役割 が 大 事 に なる と いう 先 牛 の 思 い は 大 きく、 ま た女 性 の 健 康 支 援 に もっ と 国家 的支 援 が あ る だ

ろ う とい う 見込 み での 立 ち 上 げで し た。

そ ω 時 か ら、 他の 看 謹 領 域と 典 な り， 国昼 立 総 合 病 院や
大 学 病 院 か らの 派 遇 では な い 研 修 生 は 集 まる だろ う

か亨 木 妊治 療サ イ タ ルを 考える と き、 研修 期 間 に効 果 的 な 実習 が 可能 であろ う か。 様々 な困 難 は 予想 さ れ つ つも、

理 念 で 押 Ｌ て 開 講 に こ ぎ つ けま Ｌた、
初 代 の専 任 教 員 も柴 田 先 生 と」ｌ１元 先 生 に 竜 任を 頂 き ま Ｌた・ 同 時 に、 現

珂 事 長森１蛆子 先 生 ω ご尽ソ」によ ｏ、 ネッ ト ワー ク から 学会 への 立 ち」二げが され、 名 実 共 に支 援 学 会 が でき ま した、
仙不妊症着竈 超定着麺師が変えてきた肩龍葉蹟

そ れか ら 右 年、 不 好 看 謹 の ケ ア レ
ベ ルが、 認定 看 謹 師

を中 心 に確 実 に成 果 が出 て い る こと を 肌で 感 じま した。

学 会は 一見、 教 員の 方 が 概 念の 整 理 やま と
め る こと が 巧く み えま す が、

突 践 者例 強 みを 感 じる 発 表が 続き ま した。
ケア ⑳ 核 心 をつ く 視点 は 実 践者 な ら では のも の を 幾つ か 聴 きま Ｌた。ま た、今回 の 運 営 は認 定 看 護 師の

ネ ン トワー

クを 使 い、
見 事な 協 力 を され て いま した。 こ れ こそ が、 自 律 した 集 団 であ る こと を確 信 し、 羨 ま しい思 い も 持っ

た 次 第で す。 今 後、
こ のウ エー プを もっ と大 き くす る には、 も っと 研 修 生を 増 や す取 り親 み を Ｌた いも ので す・



１… 日本生殖 看護学会 発行目 ２００呂１２

不妊症看護認定看護師 活動調査遠報
遺藤 俊 子 ・小 川 さ ゆ り ・渡 部 尚子

ｌ１本石 護協 会 神 戸 セ ン タ ー で は、 日 本 牛殖 看 謹 学 会 の 協 力
を 得 て、 不 妊 症 看 護 認 定看 謹 師 の研 修

受 講 状 態 や、

認定看護師・勤務場所の管 理老・同僚を 含めた３８１宇１１同収 別１名〕 に認定看謹師の役割の 実際や研修後 の変

化 を 明 ら か に す る た め の 調 査 を 実 施 しま し れ 今 同 は 認 定 看 謹 師 の 概要 の み を 速 報 と しま す。 全 文は・ 次 号 学

会誌 に 掲 載予 定 です。

調査 は、 住 所 ω
わ かる ７１ 包 を 対象 に 行い、

回 収 数 は ５５名 ｛回 収 率 η５％〕 で した。

１．不妊 症看記謁定看記師ω眉性 僚 １
：

１・１答 者 の 平均 年 齢 は、
３蓼呂± ５

．
９ 歳 （２９ ～ 刷 蜘 で

Ｌ た． 認 定 看 護 帥 と し て
は ２ 年 ７ ヶ’」 が 平 均 で す が、

石 護 師 と Ｌて 突 務 経 験 は 平均 １６１ ± ５呂年 で、 轟 長 舶

年， 最
御 ５ 年 で Ｌ た 現イ■、

の 就 業 場 所 は、
大 学 病 院 １４

名 ／２５－５％」、 公 立
総 合 病 院１３ 名 ｛２：ヨ古％Ｌ 不 妊 専 門

クり ニ ッ ケ１２名 ／１１畠％〕 例順 で 多 く 働 いて いま す。

ま た 、 理 在 の 職 泣
は
、
帥 長 が ６ 名 け、ｏ ％〕、 副 看 護

帥 長 が ２刊 払 ｛呈呂ｏ ％１、 ス タ ノ フ
が １９ 培 佃２０ ％〕 て、

３１名 ㈹ ｏ％ｊ しか、 小釘井石 護 認定看護師と院 内表

ホ Ｌて いませんで した 所属学会は、 口本牛殖看 護学

会５３ 培 １９古．４％
〕、 日 本 看 護 協 会 ５０ 宇■ １蓼０９％Ｌ 口

本

’」殖 学 会１２ 培 ｛４５５％〕 の順 に 多 か っ た です凸

２． 日常
的 に 行っ て い る 業 鴉

日 常 的 に 行・〕て い る 業 務 を 全 米 高 度 生 殖 医 療 セ ン

タ ー 勤 務 者 の 口 常 的 仕 事 の 分 類 ／２００５、 を 参考 に ６ 項

口 を 質 間 Ｌた と こ ろ、 ５３宰■ 州口１答 が あ ηま した。
全 体

で は、 村丁看．、聾 岬
培 帽昌
．
７ 洲、打 婦 ケア ３呈 名

帖０４％プ

分 娩 時 ケ ア ２２ 名 （４１，５％
〕
、 睡
褥 ケ ア ２９名 傲．７％〕、 新

牛 肥 ケ ア １呂 名 （３４－Ｏ％〕、 不
妊 以 外 の 婦 人科 ケ ア

呈９名 （５４７％〕 と、 小 好石 護 以 外
の 葉 務 も 含 め て いる こ と が 多 い こ と が わ か Ｏ ま Ｌ む 特 に・ 所 属 施 設 別

に み る と、
そ の差 が 明 ら か に な り、

大 学 病 院 や 公 市総 合 病 院 に お い て は・ 小
班 看 護 以上 に 周 産 期 に 関 わ る

業 務 が 多く、 方 不 好 専 門 ク リ ニ ’ク は 小 妊 看 謹 中 心 に□ 常 業 務 が組 ま れ・
妊 婦 と 婦 人 科 ケ ア が わ ず か 加

わ る の み で し た．

３．資枯取得後の不妊■竈実
邊能カω 変化

こ れ ら の 酬 １に つ い て、 認 定
初 年 時 と 現 在ｏ〕状 況 を みま し た。 資 楴 取 得 後 切 白 己 意 識 の 変 化

と し て は、

イ」１事 意 識 は
一’大 い に 変 化 し た

＾ と 感 じ た ヨ４ 培 （制 １ ％〕、
’
少 し 変 化 Ｌ た

’’
１６ 名 （３０．

１ 蜘 と 多 数 が 同 答 Ｌ、

ト司 の 期 待、 呵 僚 の 期 待、 触 者の 期 待
も 変 化 し た割 合 も ６０％ 程 度 で した、

４．詔定看竈師の所眉茄 破にお螂る効果

認 定 看 護 師 が い る こ と に よ る 施 設 へ の効 果 につ いて は、
阯二 一 ズに目１」し た毛 謹 の 提 供

’
８借％・

ｕ石 謹 の レ

ペ ル ア ッ プ 呂２％、
’
認定 看 謹 師 へ の柵 談

一
冊 ％、
＾
恩者 か ら例 ク レー ム・トラ プル 対 処

＾
∵ 多 職 種 間 コミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ／ 各 盾５％ な どと、 大き く 賞献 して い ま Ｌたｉ。

５、詔定看誼 師としての活舳を充実
させるために必 畏な支擾

院 外で の活 動 を 行 う こ と、 院内 での 看 護
職 や 他部 署 の理 解を 得 る こと は・

と して の 給与 処 遇 な ど は 昌ｏ％ 程 度 で し た。

ほ ぽｌｏｏ％ であ り， 認 定石 謹 師



日 本 生 殖 看 竈 学 会 Ｎｏ ２ｒ Ｊ 叩 石ｎｅ 舵 Ｓｏｏ１自寸ｙ ｏ甘 Ｆ畠ｎｌｌｌｔ｝ Ｎ］ｒ；１□呂 発 行 日 ２００畠１２ 逆囲 ｒゆっくりと一歩ずつ… 奈良県より」

ＡＳＫ＾ レデ ィ ース ク リ ニ ック ー 庵 昌 代

寒 い 季 節 に な Ｏ ま し た。 ５期 生 の 藤 島さ ん よ Ｏ
パ トン をう け た３ 期 生 の 一 庵 昌 代 で す。 毎 日 底 冷 え す る 塞

さ に酎 え な が ら過 ご して い ま す。

私 は、 奈
良 県 的不 釘 治 療 尊 門 機 関 で ある ＾ＳＫ＾ レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク に勤 務 して い ま す。 奈 良 県 は、 不 妊

治 療 を 専 門 に 行 なっ て い る 医 療 機 関 が 少 なく、
ま た、 隣接 ω 京 都 府 南 部に

も 不 妊 治療 専 門 例 医 療 機 関 は な く、
当 院 に は 奈 良 県内 は も と よ り 京 揮 府 南 部、

遠 く は 三 重 県か らも 患 者様 が 来院 さ れま す、、

ク リ ニ ック 内 の活 動 と Ｌて は、 年 に２ 回 程 度 「あ す か会」 と いう 患 者 会を 開催 Ｌて いま す。 開 催 の 目 的 は、

孤 独 に な っ て しま い が ち な ポ 好 治 療 で、 １司 じ経 験 を し て いる も ω同 七、 仲 間 を 見つ け て も らお う と い う も の で

す、、 認 定 石 謹 師 に なっ て か ら、 計 ３ 回 開 催 しま Ｌ た。 参 加 者 ω 方々 よ Ｏ 「参 加 して よ かり た」 「話 を 聞 い て 白

分 だ け じ ゃ な い と 魁 え た」 「語 す 場 が で き て よ かっ た」 な ど の 意 見 が聞 か れ ま Ｌ た。 毎 回、 参 加 者 の 募 集 方 法

や 会 の 進 行カ 法 な ど につ い て 試 行 錯 誤 して い ま す。 現在 は、 不 定期 の 開 催 なの で、 定期 的な 開 催 をｌ１指 し、 ま た、

あ す か 会 に 参 加 す る こ と に よ り、 不 妊 治療 に 伴 う 大 き な負 担 を 少 しで も 減 ら せ る こと が で き れ ぱと 考 えて い ま

す。 他 に は、 ＡＲＴ を 始 め る 患 者 様 へ
個 別 に オ リ エ ン テ ー ショ ンを 行 な っ て いま す。 今 後 は、 対 象 を 広 げ、 相

談 牢を 開 設 する こ と が目 標 で す

現 在、 私 は ２ 月 に”嘘 し育 児 休 業 中 なの です が、 釦 微 授 精 を Ｌて 授 か り ま した 治 療 を 始め た と き には、 認

定 看 護 師 に な っ て い た の で、 治療 巾 に は小 妊 治 療 に 関 する 様々 な 知識 が と て も 役 に 立 ち ま した。 「知 っ て い る」

と いう こ と は、 人 き な 武 器 に なる の だと 感 じま した、・ 不 妊 は 特 殊 な状 況 で は な い こと を 知っ て い る だけ で、 治

療 がう ま く い か な か っ た と き に 白 己 否 定 感を 持 た ず 治 療 を 続 け ら れた と 思 い ま す。 ま た， 治療 を 選 択す る 暁 に

も 夫 婦 で 話 し合 い 白 分 た ち の 選 択 が で きま した、 辛い ∫
・ど も を 授 かる こ と が で き ま し た が、 小

妊 治 療 例 止 め 時

の 難 し さ を 知 っ て い る た め、
止め る 時期 につ い て も 治 療 を 始 める と き に 決 め、 ずる ず る と 治療 を 続 ける こ と が

な い よ う に、 そ の 後 の 人 吐 で 例楽 し みを 作 っ て い ま Ｌた． 今 後、 こ の 経 験 を 生 か Ｌ患 著 様 に 知識 と い う 武 器 を

身 に刊 け て も ら える た め の 活 動 を し てい き た い と 考 えて い ま す。

次 に、
バ ト ンを 漉 すの は 同 じ３ 期 生 の関 さ ん で す。 関 さ ん、 よ ろ しく お 願 い いた し ます。

～ 将 来検 討 委員 会 より 一

生 殖看護 を学べ る大学・大 学院の こ紹介（２）１三重 県立看竈大 学
生 殖 請 護 を テ ー マ に 研 究 を 蓮 め て い石 学 牛 の いる 人学 ・ 大 学 院 の ご細 介 と して、 第 ２１１１１

は 」 重鼎１｝看 護 人学

例 村 本 淳 丁 先 生 ・崎 山 買代 先 生 に お 話 を伺 い ま した。

筆 者 牛 殖 看 護 につ いて， 学 部 教 育 で は どの よ う に 取 り 人 れて い
ま す か ，ま た、 学 生 の 反応 は い か が で す か

一

村 本 学 蹄２ 年 次 必 修 科 目 の 『母 性 看 護 方法 １」 で、 妊 娠 成 立 や不 打 を 中 心 に １ コ マ 学 判 しま す、、 学 牛 の 閲 心

も 高 く、 「不 打 女仲 の 多 さ に 驚 い た」 と い っ た 感 想 が聞 かれ ま す。 ３ 年 次の 母 性 看 護 学 尖習 や ４ 年 汰 の

助 産 実 習 で は 小 妊 治 療 後 ω 姐 産 樽婦 と か かわ る こ と が あ ｏま す の で、 ２ 年 次 で 学 習 し た こと を 生 か しつ

つ、 さ ら に関 心 が深 ま っ た 学牛 は、 ４ 年 次σ〕卒業 研荒 で 牛 肺看 護を テ ー マ と して 学 習 を 締 続 して い ま す。

筆 者 ． 牛 殖 看 護 に つ い て 某 礎 教 育 で 学 ぶ 機 会が あ る と、 学牛 は そ の 後 どん どん 白 分 の 興 昧 や 関心 を 広 げて い く

ω で す ね。 人 学 院生 は どの よ う な活 動 や 研 究 を して いま
す か 亨

村 本 白 分 の 関 心 や 研 究 テ ー マ に 基 づ いて 演 鋼 を 行 い ま す。 あ る 学 生 は、 『不研 治療 後 の釘 娠』 を テ ー マ に し

て お り ま した の で、 敦員 が 行っ て い る 研 慌 の 中 で、 テ ーマ に関 連 す る 部 分 へ の 参 加 を 通 して 研慌 干法 を

学 ぴ、 白 己σ〕修 十 論 文作 成 に 取 り 組み ま した。

筆 者 牛 肺 看 謹 に１顯 する 社 会 活 動 に つ いて は い かが で し上 う か、

崎１１１、 平 成 １５ 年 から 年２ 回 仰割 合 で、 ｒ一三壷・ 不 好 に関 す る勉 強 会』 と いう 講 演 や事 例 検 討 をｌ１１心 とし た 勉 強 会

を開 催 して い ま す。 メ ン ハ ーは、 医 帥 や 小 虹症 認定 看 護 帥を 含 め た看 讃 職、 行 政 職 な どで す。 行 政 のノ」に

は 県か らの 生殖 およ ぴ け十 に関 連 した 報告 な とをお願 い Ｌ、県 内 の惜 報 交 挽の 場と しても活 用 されて いま す．

ま た
、
本学 に は地 城 交 流 研 究 セ ン ター があ り、 地 域専 門 ケ ア 事 莱と して 丁三 重県 小 妊 専 門 相 談 セ ンタ ー」

の 運 営 協 力 を し て い ま す。 こ れ は 県 が設 置
ユ
、体 で ある 電 話柚 談 事 業 で、 本 学 内 に 設 置 さ れて いる も の で

す そ こ で、 不
妊 相 談 員 へ の 肋 言 や情 報 提 俳 な どの 相 談 活動 の 支援 を 行 い、

不 好 に 悩 む 方々 へ の 聞接 的

サ ポー トを 行っ て い ま す。 ま た、 柚 談 ω 質 ω 向 トを 図 る た め に ｒ小 妊 相 談 検 討 会』 が 開 催 さ れ て お り、

医 師 会 や 助 産 師 会、 小 妊 的 白 助 グ ルー
プ な どと 遵 携 を 取 り な が ら、 継 続 Ｌた 検 討 を 行・・て い ま す さ ら

に 大学 で は、 小 肝 に１眼ら ず、 思 在 期や
妊 娠・ 山 産、

重 年 期口〕問 題 な ど牛 睡 に お け る 女 性 ω健 康 を サポ ー

ト す る た め に、
男女 共 同 参 画 セ ン タ ー と 共１司で、週 １ 回、『助 産 師 に よる 健 康 相 談」 の活 動 を 行 ｏ てい ま す。

筆 者 行 政 や 地 域 と 連 携 をと１〕な が らたく さん の地［ぺ貞 献 を な さ・・て い る の です ね凸 ２００９年 の 学 術 鎮 会 は →童

県 で の 開 催 が 予 定 さ れ て お’］ま すσ〕で、
ぜ ひ こ れ ら の 活 勤 に つ い て も 会 員 に ＰＲ を お 願 い い た しま す、

本１１は あ り が とう ご ざい ま した凸 ｛文 貞一 長 岡〕

＜ も っ と 知 り た いカ は コチ ラ 〉

三 垂 県 立 看 謹 大 学 ・ 人 学 院 。 ｈｔｔｐ、〃 ｗ ｗ ｗ ｍｏπ．肌 ｊロ
ノ

三 童 県 小 妊 専 門 相 談 セ ン ケ ー １ ｈＨｐ＝’ ｗ ｗ ｗ ｐｒＥ〔ｍ１則 ｐ／Ｄ１ＫＯ ＤＯ Ｍ Ｏ ＾ ｏｄｏｍｏｋ＾ ｏｕｄ窩ｎ。仙■１１ｎ－
ｈｔｍ ＃Ｏｌ



１王 目本生殖看 護学会 癸行臼 ２００８「…

◎ ｏ．２００９年 こ れ か ら 行 わ れる 学 会 ・ 研 修 会 等 の お 知 ら せ 。ｏ Ｏ

月 目 学会 研僚会名 幻 照 会先 ｏ務局

２００９年 ３Ｈ～５日 ］本産科婦人科学会 久留米大学医学部産科学婦人科学教宰内

十玄１１１ダ㌻１ ㈱ １山
〕

！７ 日 。 盟 ［ヨ

’

閉１卜 １□

鵬１卜 ３日

ｌＥ；ＨＨＥ ヨー口 〃
ヰ嫡医 芋会

「近未来医療を押う心身医学」

Ｈ本女惜心身医学会１第ヨ昌回〕■

「女 性 切ラ イ ワ サイ ク ル に ■

お け るス ト レス と心 身 医 学」

Ｈ本母性看護学会１第１１回〕

「子産み 戸育て文化ω再生

と母惟看謹」

Ｈ本保健医療行動科学 会

１第 別 固〕

「ケアの現在と末来

一気づきと行動変容のために一」

／第 ２５ 呵ｊ

１Ｃ Ｎ Ｑｕ刮ｎｄｒｏ□ｎ■邑１ Ｃｏ皿且 冊 ；…
一

ＩＣＭ 年毎人会 １第 別 回ｊ

「変 革 をり 一 ド しよ η健 康

な国作ｏを」

東京国寵フオ■ラム

く千代１１岨〕

千葉大学

けやき会館 他

｛千葉市〕

甲南大学

（神戸市〕

（オ ラ ン ダ〕

ＴＥＬ（０３〕３３５呂一｛ＯＯ１

Ｆ＾Ｘ 〔Ｏ：引 詔５昌一４００２

千葉大学看謹学部母性眉謹学教竜研究分野吐＃、

Ｆ＾Ｘ （０４３〕２１５一刎１４

甲南大学文学 部 谷］文章研究室気付

ＴＥＬ（０７昌〕４３５－２３５畠

Ｆ＾Ｘ （０７呂〕４３５一昭６８

Ｔ Ｅ Ｌ ＋３２－ ｍ〕２－２６９－０９，５９

Ｆ＾ Ｘ ＋ヨ２一 ω〕２－２５９．
５６００

４１肴膏「石謹知識の新たな領域の

創造に向けた 挑戦」

日 本 母性 衛 生 学 会（第５０ 回〕
一

■岱㌶一

｛神戸市〕

パ シ プ イ コ 横 浜

幟浜市〕

串 ２㎝呂 年 １２ 月 ７ 口 現 在 の 情 報 で すｉ 詳部は 各学会 ・学術集 会事務局へお問い 合わせく ださい］



日 本 生 確 看 護 学 会 Ｎｏ ２ｒ Ｊａ口石ｎｅ呈目 Ｓｏｏ１昌寸ｙ ｏ寸 Ｆ 帥１１１｝ Ｎ］ｒ；ｌｎ昌 癸 有 日 ２００８ｒ２ 二≡二

皆 さ ん は、 対 象 の 看 謹 に か か わ ら れる 中 で、
文 化 と いう 視 点 で 足を と め て み た こと が あ りま す か 亨 そ の 地 域

がもつイエ意識の強さから望ま ぬ治 療を受ける方や、 地域での親密性ω高さから人知れず地 几から離 れた医療

施 設 を 選 択 さ れ る カ が い ま す■ ま た・ 交適 ア ク セ ス が 小便 で ある がゆ え に 望 む 民療 が曼 け ら れず、 願 い を 断 念

さ れ るカ が い ま す． こ口〕よう に、 不
妊 に悩 む カ ソ プル は、 知 らず 知 弓 ず の う ち に、 地 域 の子 ども を も つ こ と に

関 す る 意 識 や 慣 溜、 そ ω 十 地 の 交通 事情 が 作 る 経 済 文 化 な ど の影 響 を 受 け て い ます。 Ｌ か し、 逆 に、 不 肝 治療

の 現 状 が ｛い 価 値 観 を 崩 壊 さ せ、 新 Ｌい 文 化 を 創 Ｏあ げて い る ωも 事 実 で す」

文 化は 生 殖 に、 そ し て 生 殖 は 文化 に何 を も た 弓 して いる の か、 ま た、 求 め ら れる 牛 殖 石 護 と は どの よ う なも

の な の か、 皆 で 考 えて み た いと 思 い ま す。 「神 ω 国』 そ して 「美 Ｌ 副 と さ れる 伊 勢 で、 皆 様 の 参 加 を お 待 ち

して お ｏ ます

学術策会長 村本 淳子

“ 哩事会報告 “

ｌ１ 時 。 ２⑪０８ 年 蓼 月２７ □ 閑 １畠．０５～ ２０．１Ｏ

場 所。聖路加看謹大学 直階 講義室Ｂ

出 席 理 事 ： 森 則、 有 森、 森 血、 野 澤、 遠 薩、
村 本、 長 岡、 小 川、 清 水

１報告事項１
１、
告 委 員 会 報 告

１〕 実践開発委員 会：相談メールヘの助言をいただいた協力者への謝礼は３．㎜ 円 に決定。 不妊症 看護認定看

謹 師 フ ォ ロ ー ア ’ プ セ ミ ナ ー を、
今 後 は 学 会 と Ｌ て パ ッ ク ア ッ プ。

２〕 教 育 推 進 委員 会一 次 同 の 生 殖 看 護実 践 セ ミ ナ ー は、 束京 都 内 で開 催 予 定。 開 催 時期 は 検 討 中。
３〕 輻 集 委 員 会 民中誌よりＷＥＢ掲載の契 約依頼あＯ。 これを受ける方向で交捗。
２ そω他

１〕 第６回臼本生 殖看護学会学術集会 報告

参 加 者 は ２０７名、、
・ 学 会の 決 算 につ い て は 汰 固 の理 事 会 に て 報 告予 定。

２」 第７１叫□本生殖看謹学会学 術集会 経過報告

内容およ ぴ企画委員 １実行委員等を検討中。
３〕 平成１９年 度収 支決算報告

８月３１］付けで収支決算書を会計監査に提出、 監査を終了。
ニ ュ ー ス レタ ーＮｏ．２０の 増 補 版 と して 平 成１９年 度収 支 決 算 書を 同 封 し、 会員 に周 知。

１審謝事項１
１． 第 ２ 回役 員 選 挙 につ い て

避挙管理 委員を上澤悦丁氏、 遊佐１；け 氏、 割山節子氏の３培に委嘱することを承認。
２ 人会審企 ４名の新規入会を 承認一

Ｈ 時 ２００昌年１０」「３１日 ㈱

１審融事項１
人 会審 杳 ３ 名 の 新 規 人 会を 承認。



賦 日 本 生 殖 看 詣 掌 会 Ｎｏ ２「 Ｊａ口ａｎｅ；ｅ Ｓｏｏ■ 帥 ｏｆＦｅ【ｔｌｉｌｔソ Ｎｕ【；１□ｇ 発 行 目 ２００８ｒ２

テーマ 「肥満と不好」

肥 満 女 性 は、 体
胴 肪 が多 い こと か ら 女 性 ホ ル モ ン が 過剰 にな 町 ホ ル モ ン バラ ンス が崩 れ て しま い・ 多嚢

胞 竹

卵 巣 症 候 群 な ど の 排卵 障 害 を引 き 起 こ しま す一、 さ ら に、
肥満 の 人 が 好 娠 したと して も 妊 娠 糖 尿 病 や 妊 娠 高 血 吐

症 侠 群 な ど に な っ て Ｌ ま う リ ス ク が 高 く な る と 己 わ れ て い ま す。 総 合 病 院 や 人 学 病 院 で は・ 肥 満 や ＰＣＯＳ 患

者 に対 Ｌ て は 内 科 と 連 携 Ｌ、 小 虹 治 療 を 進 め て い き ま す が・ ク
１」ニ ッ ク で は 内 科 と の 接 触 が 少 な い た め・ １

分 な管 瑛 が でき て い な い 現 状 があ り ま す、
そ こ で 「肥 満 と不 好」 につ い て螂〕勉 強 会 を 行 い・ 肥満・ 栄 養 指 導・

ＰＣＯＳ、 等 の現 解 を 探
め 患 者 への 支 援 切 あ り 方を 老 え た いと 思 いま す。

１プロ グラ ムｌ

１１：ｏｏ 一 は じめ に

１４１１０ ～１』、３０ ＜ 事 例紬 介 〉 国 家 公務 員 共済 細 合連 合 会瞑 の 町病
院 産帰 人 科

不妊症看護認定看護師 金丸 遭Ｔ

１４ ３０｛ １５－２０ ＜ 講 演 １ 〉 「 シ ン ドロ ー ム Ｘ Ｘ
一
メ タ ポリ ック シ ン ドロ ーム と して の ＰＣＯＳ ‘仮 題〕」

熊本大学 大学院医 学薬学研究部産科学分野 医学博上 大場 陛先生

１５ ２０ ｝ １５－３０ １本 莚！

１５，３０ ＾ １６ ２０ く 講 減 ２ 〉 「肥 満 と ス ト レス」 一
わ かっ ち ゃい る け どや せ ら れ ない メ カ ニ ズム ～

ウ エ ル ネ ス サ ポー ト研 究 所 ＝ｈπｐ一」 川 ｗｗ ｗＥ１１冊 盟一１ヨｂｆ０皿
’■ｎｄＥｉ 肚皿１ 八 木 香 凧 先 生

脚生涯学習開発財団認定 コーチ 醐牛涯学習開発財団認定 健康運動指塙十

ＮＰＯ ヘ ル ス カウ ン セ リ ン グ学 会認 定 ヘル ス カ ウ ンセ ラ ー

１石．２０ － １７
’ｏｏ 質 疑 応 答 ・ ま と め

■ｌ１ 時】 平 成 ２１ 年１ 月 ２５ 日山、１４００ ～ ／７．ＯＯ 【参加 費】 １
．
Ｏ⑪Ｏ１１】 （資 料・ お 茶 代〕

１場 所】 国家公勝員 共済組合連合会 瞑の町病院研修講堂 ｛別館健康医学センター５階〕

〒 昌１０一呂５３９ 福 岡 市中 央 区 舞 鶴 ３－５－２７ ＴＦＬ０９空一７２１－Ｏ呂３１ ／代 表〕

一申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ 先】 蔵 本 ウ イ メ ン 亥ク リ ニ ッ ク 久 保 島 美佳

〒 ９１２－ｏｏ１３ 福 岡 市 博 多 区 博多 駅 束 １－１－１９

【テー マ】 「遣 伝 カ ウ ン セリ ン グと 看 護」

■ねらい】 不妊 治療忠者にお いて、Ｉ⊂ＳＩでの 影響や高齢妊娠な どに伴う染
色体罠常に関する不安が多く聞か れ

る
」
適伝 カ ウ ン セ ラ ー は 関 西 で も 非 常 に 少な く、 どのよ う な週 伝 カ ウ ンセ リ ン

グ が 行 わ れて い る の

か壱 知る 機 会 が 少 な い の が現 状 で ある。

そ こ で、遣 伝カ ウンセ ラー から カウン七り ン
グη実 際 を学 ぶこ とで、私 たち 小妊 看 謹 ⑭役割

を考 えて いく。

１プロ グラ ム１

］３１００ 一 受 付 開 始 ユ４ ５５｛ Ｉ５’ｌＯ 事 例紹 介

１３：３０ － １３ ４０ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 講 師 紹 介 １５－１Ｏ ｛ １５：５０ 事 例 検 討

１害１司Ｏ ～ １４，４０ 講 演 馴 レｆイースタ■１二 〃 謁定 肺 ” ｝七ラー 賊 一≡希干 舳 １５，５０ ． １６１１５ 発 表

１４ 珊 ｛ Ｍ ：５５ 休 憩 １石：１５ － １６１３０ ま と め ・ ア ン ケ ー ト 記 人

一Ｈ 時】 平 成 ２１ 年１ 月 ３１ 川 一 １３．３０ － １古１３０

鵬 所】 兵庫医科大学病 院 会議室

【参 加費】 ５００１１Ｈ 資料 代 ・ お 茶 代〕

【申し込み お問い合わせ】

参 加 さ れる 方の 氏名 ・ 所 属 ・ 連 籍 先 １電 話 暦号 ・Ｅ－ｍ刮Ｏ・ 職 種 を 明 記 ω ト、 下 記宛 に、 １月 ２０ 日
㈹ ま で に

Ｆ＾Ｘ か Ｅ－ｍＨｉｌで お 送ｉ］く だ さい

Ｆ ＡＸ ㏄ 一６３ユ６－６０８宮 １越 田 ク り ニ ッ ク〕 Ｆ－ｍ 刮１ ｆｕｊｉ盲ｈ ｍ 割＠ｋｏ；ｈｌｄ田一〔１ｏｒｊ口

藤 島 由 美 ｒ １越 田 ク リ ニ ック ・ 不 妊症 看 護 認 定塔 謹 師〕
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■ も し 不 妊 看 護 の 現 場 で 行 き 詰 ま っ た ら・・

目本生殖看護学会が相談にのります

実 際 に忠 者 さん と 関 わ っ て い くｌｌｌで、 「目 の 前に い る こ の 患者 さ ん に どの よう に 対応 した ら い い の だろ う
亨」

「患 者 さ ん と ゆ っ く り 話 が山 来る 環 境 を作 る た め に は どう し た ら い い の か 亨」 な ど、
臨 床 の 現 場 で は シ ステ ム

や 看謹 観、
倫 理 観 な どω 中 で 間題 や ジレ ンマ を 感 じる こ と があ る と 思 いま す。

実 臓 開 発 委 員会 で は、 こ の よ う な 様々 な問 題 に 直面 し た 時に 祓接 ご相 談 を お 受 け し、 よ り よ い 不 妊石 護の 方

向性 を ・緒 に 考 え て い き た いと 考 え て い ます。 現 在・こ の シス テ ム は 日 本生 殖 看 謹 学 会ω ホ ー ム ペ ー シｌｈｔｔｐ１〃

］昔ｉｎ ｕｍｉｎ」ｐ／〕 か ら の み 冊 ア ク セ ス と な り ま す。

会員 の 皆 様 か らの ご相 談を お 待 ち し て いま す １ な お、 お 審 せ い た だ い た ご相 談の 中 には、 ｌｌコじよ う な悩 み

を持 つ 会員 の杵 様 の 参 考 にな る も の が 多く 含ま れ て い ま す． 相 談者 の１司意 を 頂 いた 上、 相 談 後１ 年 以 上 経過 し

た 後、 相 談 さ れ た 方 が 特 定 でき な い 形 に 加⊥ し、 『不 妊石 謹 に関 す る Ｑ 岳 Ａ』 と して、
ニ ュ ー ス レ タ ー や ホ ー

ム ペー シ に 順 次 掲 載 い た しま す。 どう ぞ ご了 承 ドさ い一

ｌ１欝１１１蕊ギ∴ 脅
◆相談される蜴合は…

口 本 牛 殖 看 護 学 会 の ホ ーム ペー ジ に アク セ ス Ｌ、 尊用 の 「
ご相 談 内 容 記 入用 紙」 に 相 談 内 容 をｌ１侠 る だけ 詳

細 に ご記 人 後、 送信 し てく ださ い一 後 ほと
’
、 お 返 事 を送 らせ て い た だき ま す。

一 ◎ 不妊外来 で 診寮 が終了した 息者 構への声 かけ

に つ い て お５ ね しま す。

一 「お人串に」「気をつけてお帰りください」 と声を

■ か け た と こ ろ、 先 輩 か ら 「あ な た の そ ω 吾い 方 は

１ お か し い。 お 付 た せ い た し ま し た だ け で い い．」 共

際 に 告、 『病 気 じ 中 な い の に お 大 事 に と 旨 わ れて も

■ 」 と か。た 忠者 さ ん も い る ■ と 指摘 を受 け ま し た。

１ 今 ま で ど の よ う な 患 者 様 に も 白 然 と 思 っ て 使 っ

一 て い た 「お 大 事 に」 と い う 言 葉 は、 小 妊 の 忠 者 様

に は 不 適切 な の で Ｌよ う か 一 先輩 の 助 ■ の 後、 白

一 然 に 忠 者 様 と 接 す る こ と が で き な い よ う に 感 じ ま

■ す 診 察終 」
’時 ω 声 か け に つい て、 ど のよ う な 口 葉

■ が け が適 切 な の で しょう か 亨

■ ｏ 小好 の患者 さん に対 して どのよう な声 かけ が

１ 適 切 で ある か とい う の は 難 し い です よ ね一

一 施 設口〕カ 針 で、 小 妊 は 身 体 的 な 病 気 で は な い の

で、
一お 大 事 に

一
と い う 己 菓 は 使 川 し な い 所 は 晶

■
＝ 構

■ 多 い で す、 そ の か わ ｝ に
’お 疲 れ 様’ の よ う な 扶

一 拶 を励苛］して い る よ う で す。

■ し か し 実臨≡は、 白 分カ
｛■１の 前 に い る 恵 者 さ ん に

どの よ う な 心 曲 い を し て い る か に よ っ て 道 っ て く

る と 思 い ま す。 たと え ば流 産 後 や 採 卵 ・ 腹 腔 鏡 ・ ｒ

宮 鏡 な どの小 手術 で 癖みを 伴う 処憤を 受 けら れた

場 合、
阯お 大 事 に

＾
と い う ■ 葉 は 必 要 だ と 思 い ま す。

言 葉 は、 どの よ う な患 者 さ ん に、 どの よう な 時 に 使

用 す る ω かと い う こと が 大 切 です、 体 に病 気 が 無く

て も 心 が病 ん で いた ｏ、 ス ト レス を 強く 受 け て いる

人 に は、
’’
お 大 事 に

一
と い う 言 葉 が 必 要 だ と 思 い ま す，

し か し、 業 鼎用 語 を ル ー チ ン で 使 っ て いる 挨 拶 感 覚

な ら ぱ、 そ れ は 適 して い な か っ たの か も Ｌれ ませ ん
■

本 当 にそ の 忠 者さ ん が 阯お 大 事 に＾ とい う 言 葉を

必 要 と Ｌて い る な ら ば、
白 信 を 持 っ て 使 わ れ た ら 良 ■

い の で は ない か と 思 い ま す。 そ して 先 輩 に 「こう い ■

う 状 況だ っ た の で使 用 しま し た」 と、 ご 白 分 の 考 え
■

を アサ ー ティ プ に伝 え ら れ て は どう で し ょ う か 一

’つ 一つ の 場 面で、 白 分 の 行 詣 を 振り 返 る とい う １

こ と は大 切 だと 思 い ま す． こ う し た引 っ 掛 か りを そ 一

の 時 に立 ちｌ１二ま っ て 考 え、 看 謹 者
と して の 感 性を 磨 ■

い て 行く こ と が、
ひ い て はよ ｏ 良 い看 護に つ な がっ

て いく の だと 思 い ま す。 年 数 を 横 む ほ ど 人 間 はそ の １

よ う な感 覚 に 鈍 感 に な っ て し まう も の なの で。 ま た、一

閑 っ た こ と な ど があ れ ぱい つで も ご相 談く ださ い。
１
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日本 生殖看 護学会 理事およ び監事選挙告示

選 挙 は、 「日 本
旦」殖 看 護 学 会 理 事お よ ぴ 監 事 の選 出 規 程」 に則 っ て 実 施 さ れま す。

選 挙管 理 委 員 が組 織 さ れ ま した・ 次 期の 珂 事 お
よ ぴ 監事 選 挙 に 関 して・こ の 選 挙管 理 委

賞 会 が責 任 を 持 っ

て 執 ｏ布 わ せ て いた だ き ま す凸

選拳管理委員会 委員長’上澤悦了

委 員 遊 佐 浩千、 剖 旧 節 子

下 記のとお 町理 事およ ぴ監事の 選挙が実 施されま す。

投票」日紙 は、 各 選 挙 人 の
適絡 先 にお 送的 しま す の で・

送 付 さ れる 所 定 の 川 紙を 使 っ て 指 定 の 期 日ま で に

投 票 し て く だ さ い、」

１ 選挙 人お よ び被 選 挙 人

｝成 ２１ ３ 月 昌１ Ｈ ま で に会 を 納 入 した 会 を 選
’’人お よ び披 選 堪 人と Ｌま す。

２ 選 挙の 共 捕お よ び方 法

１１１投 票 締 め 切 り 平 成 ２１ 牢４ 月 ２畠 Ｈ ｛当 □消 印 有 馴

ｉ！１投 票 用 紙 送 付 先 〒 ２跳一〇呂舶 神 奈 川県 相 模 原■ｌｉ北里 ２ － １ － １

北卑人学看謹学部

１」本生殖看護学会選挙管理委員会宛

㈹ 聞 票 平成２１年５月 鴉 川Ｈ

１．
Ｈ 本ヰ 殖 看 護学 会 へ の お 問 い 合 わせ、 会員 に 伝 え た い情 報、

ニ ュ ー ス レ タ ー に関 す る ご 希 望 ・ ご 意 見 な ど

が あ り ま し た 弓、 Ｆ
＾Ｘ ’ ０３一古２２６一右 弼Ｏ も Ｌ く は Ｅ－ｍ 刮１ ｊ；ｉｎ垣；１〔ｎ．冨〔］ｐ ま で、 お 気 軽 に

ご 連 締 く た さ い一

２ ニ ュ ー ス レ ケー は 郵 送 で は ない の で 転 送 はさ れ ま せ ん。 Ｌた が っ て、
住 所・氏 朽・所 属 等の 変 史が あ る カ は、

速 や かに ご連 絡 く だ さ い。

３ お 知１〕合い の 方を ぜひｌ１本生 殖 看 護 学 会 へお 誘 い く ださ い。 入 会希 望 の 方 が い
らっ Ｌ中 い ま Ｌた ら、 入 会

案 内 をお 送 り しま す の で、 お 名 前、
ご連 緒先 を お 知 ら せく だ さい。

４ Ｈ 本 生殖 看 護平 会ホ ー ム ペ ー シ ／ｈｔ†ｐ
」^ｊ昌１ｎ．ｕｍ…ｊｐ

〕 を 適宜 更 新 して いま す。 ぜひ 新 Ｌ い情 報
を ご活 用 く

重 要 会費の納入をお 肌１します

「’成呈ｏ年度会 費いド成２０年９月 １１１一平成１１句 昌月昌１ｕ までの諸括動に伴う 会智です〕の軸 人をお願いいた し
ます一

な お、 過 年 唾 の 会 費 未 納 の 方 は、 ㌣
急 に 納 入 を お 願 い い た し ま すｉ

Ｉｉ８後配

皆さん、 イン フル エン
ザ対 策はお済 おですか？イ ンフ

ルエ ンザで学組 閉鎖 的情報 が音地で流 れている中、 新型

イ ンフルエンザω 悪怖も忍 ぴ寄コてき ています。 感 染源

がら身を守る ため口〕手洗Ｌ、・うがいの 励行、 パン デミッ

ク で外出でき なくなる ことを想定 し、 最低でも２ 遁問分

の 食料 日 用晶・薬品 などを備えて 右くこと しか、 現在

は対策がなＬｒようです。

今年 も茜 と 一い …く つ寝る と拍 正月 上
’
曲 今 年は 暗い

話題 がたく さん あった 中、 「アラ フ寸 一」 世代 の 女牲が

活躍 した年 でしたね。 采年は 「アうサーティ ー」 や 「ア

ラフィフテ ィー」 の 活躍を朗 待し， １ 年 を締めくくＯた

Ｌ、と思Ｌ１ま す。 来年 は丑年、 モーモ
ーと 不満１まっかり漏

ら さ ず、 反 錦 し な が ら 物 事 を 考 え てＬ
ｒ古 たしｒで す坦 で は、

皆さん、 よいお年 払

（広 報委員、野澤美 江子， 塩沢直 芙 林 はる 弘
安成智子〕

目本生殖看証学会

Ｊ颪ｐヨｎ筥；ｏ Ｓｏ〔１ｏ一｝ ｏｆ Ｆ 町 杣
１ｔ｝
Ｎｌ１ｒ；１ｎｇ ・ＪｓＦ Ｎ

〒 １０４－Ｏ０４４ 東 京 都Ｉｌ■央 区 明 右 町 １０－１

聖路加石護大学内


